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令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（１）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価

(1)中高一貫教育の ①中高連携の促進 ①中高一貫教育推進委員会を年５回 ①中高一貫教育推進委員会を年５回，また中高 （評定） ○新型コロナウィルスの感染防止対策の中， ○数学は，授業の工

推進 に努め，生徒 実施し，生徒の現状に応じた教育 合同の教科会を３回実施した。 予定していた行事が実施できず，手探り状 夫やティーム・ティ

の個性や能力 活動を検討する。 Ｂ 況の中でありながら，中高一貫教育推進に ーチングを実施し，

を伸張すると 関して，生徒・保護者から高い評価を得ら わかりやすい授業を

ともに，異年 ②儀式的行事や体育祭・文化祭だけ ②今年度は入学式は中高合同で実施したが，新 れている点は，学校への信頼のあらわれと 実施した。しかし，

齢集団におけ でなく，必要に応じて行事等を中 型コロナウイルス感染症拡大防止対策として 考える。ICT の活用など新たな取り組みで すべての生徒が先取

る社会性の育 高合同で実施し，満足度を 80 ％以 密を避けるために，文化祭は中止，体育祭は （所見） も，期待に応えられるよう頑張って欲しい。 り学習の有用性が実

成を進める。 上とする。 中高が別日を設定し実施した。そのためアン 今年度の中高一貫 感できるように，さ

ケート項目よりこの項目は消去したので数値 教育の推進に関する らに工夫しなければ

の比較はできない。(昨年度生徒・保護者・ すべてのアンケート ならないと考える。

教職員の満足度は，79 ％・89 ％・77 ％)今後 の項目で生徒・保護 ○志願者数を増やすためには，中高一貫教育 また，２月に各教室

の行事のあり方について継続して検討が必要 者の回答はほぼ９割 校としてのカリキュラムマネジメントの充 に電子黒板が設置さ

である。 以上が肯定的であ 実に努め，成果を着実に上げて，生徒や保 れ，来年度は，デジ

る。しかし，児童数 護者，地域の満足度と信頼度を地道に積み タル教科書も導入さ

③特別活動などで，学年をまたがっ ③６年間を見通した特色ある教育を行っている の減少に伴い志願者 上げていくことに尽きると考える。中高一 れるので，ＩＣＴの

ての活動を取り入れ，６年間を見 かどうかは，アンケート結果から，生徒は 98 数は減少傾向にあ 貫教育推進委員会では，そのためには何が 効果的な活用が各年

通した特色ある教育を行っている ％(昨年度 93 ％)，保護者が 92 ％(昨年度 83 る。志願者の学力に 足りていないかを徹底して話し合い，知恵 次，各教科で推進さ

との回答を 80％以上とする。 ％)と増加し目標を達成した。少しずつでは ついては，開校当初 を絞り出し合う機会として欲しい。 れるようにしていき

あるが生徒の満足度が保護者に伝わってきて に比べ学力差が大き たい。

いると考える。教職員の満足度も 86 ％(昨年 いので，現在の生徒

②６年間の計画的 度 77％)と目標を達成した。 の学力にあわせた目

・継続的な教育 標の設定が必要であ ○昨年に引き続き，今年も新型コロナウィル ○本校のめざす学校

の研究を進め， る。 スの感染症の影響で，本来の生活ができな 像を，具体化・明

中高の一貫性を 今後も，数学の先 かったために，代替えになる行事等で対処 確化し，生徒・保
促進する。 取り学習などの特色 していくことの大変さを感じた一年だった 護者に伝えていく

ある取組を継続して と思う。中高一貫校の魅力を充分に発 信 ことが必要である

活動計画 活動計画の実施状況 いきたい。 できなかったことも来年度に向けての課題 ので，校外に向け

になったと思う。 てさらにホームペ

①併設高校と連携し，毎学期に教科 ①中高一貫教育推進委員会を年５回実施し，一 ージ等で発信して

会を行ったり，研究授業を行った 貫教育における懸案を話し合った。本年度も いきたい。

りするなど生徒の現状に応じた６ 学期に一度教科会を行い，各担当学年やクラ

年間の学習計画づくりをする。 スの現状と課題について話し合いをもった。

また，授業見学会を行い，授業力向上を図っ

た。

②中学生・高校生がともに参加する ②入学式，身体計測を中高合同で，始業式・終

共通の学校行事に積極的な参加を 業式(学期ごと)，全校集会(毎月)を Zoom を

促す。 使って実施した。

③専門委員会などを通して学年の枠 ③委員会活動を実施する上で，さらなる活性化

を越えた活動を推進する。 を図るため，玄関ホールに各委員会毎の掲示

板を設置したり，全校集会後に必ず中学生集

会をひらき，各委員会からの連絡を行ったり

した。今年度は緊急事態宣言の臨時休校のた

め，生活オリエンテーションは実施しなかっ

た。



令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（２）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指数による達成度 総合評価

(2)確かな学力の充 ①個別面談の充実 ①家庭学習時間（塾なども含む）の アンケート結果 （評定） ○読書量が増加しているとのことはとても良 ○２月末に電子黒板

実と指導力の向 や，朝の学習， 平均が各クラス２時間以上をめざ ①定期考査ごとの学習状況調査では，毎回どの いことだと思う。読書は心の豊かさ，教養 が各教室に設置さ

上 家庭学習など自 す。 クラスも平均３時間以上学習している。ま Ｂ を高める上で，人間としての成長に大きく れ，来年度は生徒

主学習の促進に た，普段の家庭学習が１時間未満の生徒の割 寄与するものであると考える。今後 ICT が 一人ひとりにタブ

努める。 合は 13％で，昨年度から 8ポイント改善され 進むものと考えられるが，継続して取り組 レットが配布され

た。 んで欲しい。 る予定である。こ

②「１年間，計画を立てて振り返り ②「計画を立てて振り返りながら学習に取り組 （所見） れらの ICT 機器に
ながら学習に取り組むことができ むことができた」と答えた生徒は 58 ％で， 昨年度から始めた 関する教員の研修

た」と答える生徒の割合が 70 ％以 目標には届かなかった。 取組を引き続き継続 を実施し，効果的

上をめざす。 することができた。 ○熱意と飽くなき探究，日々の研鑽が一人一 に授業等で取り入

③各種検定（漢検・英検・数検など） ③昨年度と比べて受検率は漢検が 55 ％から 53 特に各種検定に関し 人の教員の指導力向上には求められる。学 れながら，ますま

の受検率を昨年度より向上させる。 ％，英検が 34％から 64％，数検が 13％から ては，廊下に検定コ 力向上実行プランに沿って，これを実効性 す生徒の学習意欲

20 ％となり，特に英検の受検率が大きく向上 ーナーを設け，本校 のあるものにするためにも，中高教員双方 と学力の向上を図

した。また，今年度は数学思考力検定も実施 の目標を学校全体に 向の「授業力向上のための授業見学」と研 っていきたい。

②学力向上を図る することができた。 周知徹底した結果， 究協議を通して，自らの授業スキルを振り

研修の充実や， 受検率の向上につな 返り，改善する絶好の機会と捉えて臨んで ○各種検定の受検率

授業の創意工夫 ④至誠ノートの読書記録を活用して， ④月平均が２冊以上は６クラス中，２クラスだ がった。本校の大き 欲しい。 は向上させること

に努める。 毎月の読書冊数の平均が各クラス ったが，昨年度と比べて１年生が 2.2 冊から な特徴である「質問 ができた。英検で

２冊以上をめざす。 2.6 冊，２年生が 1.3 冊から 1.7 冊と少し増 タイム」と「補充学 は準２級に挑戦す

加している。 習」に関しては，昨 る生徒も出てきて

年度より肯定的に答 ○計画を立てて振り返りながら学習に取り組 いるので，次年度

⑤「授業力向上のための授業見学」 ⑤全教員が「小単元ごとに深い学びを促す場面 える生徒の割合が増 むことができたと答えた生徒が 58 ％とある は受検率とともに

で学んだことなどを踏まえて，「小 を１回以上設定できた」と回答していた。ま 加した。（「質問タイ が，今年もコロナの影響で，思うように学 合格率も向上させ

単元ごとに深い学びを促す場面を た，昨年度と比べて「授業に積極的に取り組 ムや補充学習は学力 校生活ができなかったので仕方ないと思う。 ていきたい。

１回以上設定できた」と答える教 んでいる」と答えた生徒の割合が 81％から 89 向上に役立ってい しかし，検定の受検率が上がったのは素晴

員の割合が 80％以上をめざす。 ％，「本校の授業は，わかりやすく工夫され る」と答えた生徒が らしいことだと思う。勉強に対しての意欲 ○至誠ノートが定期

ている」と答えた保護者の割合が 85％から 91 66 ％から 80 ％と大 の表れだとおもう。 考査期間中しか，

％，とそれぞれ増加している。 幅に増加している。） 十分に活用できて

そして，こういった いない生徒が多数

活動計画 活動計画の実施状況 取組が実を結び，昨 いると考えられ

年度に比べて生徒自 る。計画を立てて

①至誠ノートを毎日提出させ，学習 ①定期考査の時間割発表の日に学習の計画を立 ら意欲的に学ぶ姿勢 振り返るというこ

の計画を立て，振り返る習慣を身 てる時間を設け，考査最終日には毎回学習状 が身についてきてい とは，高校のスコ

につけさせる。 況調査を実施した。また至誠ノートは，休校 る。（「子どもが家庭 ラノートにつなが

③「主体的・対話 期間中にも活用した。 学習に主体的に取り るとても大事な習

的で深い学び」 ②中高一貫校用の模試を活用して， ②昨年度から実施している中高一貫校用の模試 組んでいる」と答え 慣なので，中学生

の視点からの 大学入試まで見据えた学習指導を は，本校の生徒に合った形で「学力推移調査」 た保護者が 55 ％か のうちからもっと

学習・指導方 行う。 のみの実施へと変更し，より学力の推移が見 ら 63 ％，「生徒が授 徹底させていきた

法の研究を推 られるようになった。そして，冬の二者面談 業に積極的に取り組 い。

進する。 前にその模試の分析会を行い，各学年の学力 んでいる」という質

を教員全体で共有した。 問に「そう思う」と

③各学年で効果的な「質問タイム」 ③定期考査の課題が終わっていない生徒は，補 答えた教師が 31 ％
や「補充学習」を実施し，個々の 充学習の時間に別の教室で課題に取り組ませ から 64 ％，とそれ
生徒の学力を伸ばす。 るなど，昨年度に引き続いて各学年・教科で ぞれ増加している。）

工夫しながら実施した。

④図書委員会と連携して読書活動を ④図書委員会がポスターや帰りの学活で読書を

推進し，思考力や表現力，幅広い 呼びかけた。今年度から至誠ノートに読書記

視野を育成する。 録のページが設けられたが，十分には活用で

きなかった。

⑤「授業力向上のための授業見学」 ⑤中高合同で「授業力向上のための授業見学」

において，授業見学と公開授業に を年間３回行った。第１回と第３回は高校の

積極的に取り組む。 授業を見学し，第２回は中学校が授業を公開

して，研究協議を行った。



令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（３）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指数による達成度 総合評価

(3)生徒の能力・適 ①進路指導の改善 ①「先輩から学ぶ」（2 年生），「ス アンケート結果 （評定） ○中学生，高校生の交流は，相互の社会性育 ○進路指導体制の確

性に応じた進路 ・充実を図り， ペシャルアプローチ」（3 年生）な ①生徒の 91％(昨年度 82％)が「先輩から学ぶ」 成の視点からも中高一貫校ならではのメリ 立をはかり，１学

の実現 進路達成意欲を ど中学生が高校生と語り合うこと 「スペシャルアプローチ」が学校生活に役立 Ｂ ットと思う。中学生，高校生双方の成長に 年から計画的に進

高める。 は学校生活に役に立っていると思 っていると回答した。また，保護者の 78 ％ つながる取り組みは，今後もさらに充実さ 路指導を行うとと

う生徒・保護者の割合を 85 ％以 (昨年度 83 ％)が，子どもたちの学校生活に せて欲しい。 もに，高校との効

上をめざす。 役立っていると回答した。 果的な連携をはか

（所見） る。

②フューチャーにおいて，将来の進 ②生徒の 93％(昨年度 85％)，保護者の 89％(昨 どの項目でも｢そ ○生徒が将来就きたい仕事を考え，それを意

路につながるキャリア教育を実施 年度 85 ％)がフューチャーでの様々な学習や う思う｣｢ある程度そ 識して日々の学習に取り組めるよう，中高 ○総合的な学習の時

し，それぞれの発達段階に応じた 体験活動が進路選択に役立つと回答した。 う思う｣という回答 一貫教育校として，中高６年間を見据えた 間や体験活動につ

②三者面談・年次 体験活動が進路選択に役立つとの が８割以上となって 進路指導に力を入れていただきたい。 いては，これまで

ＰＴＡなどによ 回答が 85％を超えるようにする。 おり，本校の進路指 同様，６年間を見

り保護者との連 導におおむね理解を 通しながら，生徒

携強化に努め ③「進学説明会」（３年生）の実施が ③３年生の 88 ％(昨年度 81 ％)，３年生の保護 いただいているもの ○学習や日々の生活の在り様について，上学 の実態に沿った内

る。 進路を見据えた学校生活に役立つ 者の 75 ％(昨年度 83 ％)が，高校からの「進 と思われる。評価指 年の身近な先輩と語り合える機会を持てる 容で柔軟にプログ

との回答が 80％以上にする。 学説明会」が進路を見据えた学校生活に役立 数②については生徒 のは，中高一貫教育校のアドバンテージと ラムを組むことが

つと回答した。 ・保護者ともに目標 捉え，さらに充実していただきたい。 重要である。

値に到達している

が，評価指数①③に ○中学の先輩だけで

活動計画 活動計画の実施状況 ついては生徒の回答 ○どの項目にもあてはまるが，活動計画が中 なく，｢先輩から

のみ目標値を上回っ 止及び内容変更，開催時期変更で苦慮した 学ぶ｣や｢特設Ｓ

①進路指導の充実を図り，生徒の能 ①各学年に応じた進路指導を行った。また，質 ている。 ことが伺える。生徒の進路についての説明 Ａ｣など高校生と

力や適性を高めるため，行事を通 問タイム，補充学習を定期テストに合わせて 新型コロナウイル 会について保護者の満足度が少し下がって 語り合う機会は，

しての体験学習や，質問タイム， 年５回実施した。また，夏季休業日(５日)・ ス感染症拡大防止の いることが気になる。相反して生徒は満足 高校からの説明を

補充学習，課題演習（全学年），ス 冬季休業日(２日)の補習授業を実施した。そ 観点から，中止にな 度が上がっているのに，温度差を感じる。 より具体的に示す

ペシャルアプローチ（3 学年対象） れに加え，３年生にはスペシャルアプローチ った行事もあった ものとして有効で

等の内容の充実を図る。 を各教科２時間程度，５年生が教えてくれる が，Zoom で行った あるので，今後も

特設スペシャルアプローチを２時間実施し り，少人数の授業形 継続して実施した

た。 態にしたりして行事 い。今年度｢特設

を行う努力した。 ＳＡ｣を２回した

②体験的な活動を計画的に実施する ②生活オリエンテーション 全学年 中止 ことは中高生とも

とともに，外部との連携を積極的 人形浄瑠璃の鑑賞 １･２年生 10月 に有意義であっ

に取り入れることで社会性を育て， 先輩から学ぶ ２･５年生 10月 た。

問題を解決する能力を養い，進路 就職ガイダンス ２年生 10月
選択を支援する。 職場体験出前授業 ２年生 11月

(職場体験学習より変更)

職場体験学習発表会 ２年生 12月
(縮小して実施)

夢ナビライブへの参加(希望者) ３年生 中止

川島高校体験入学 ３年生 中止

スペシャルアプローチ ３年生 11月～ 1月
特設スペシャルアプローチ ３･５年生 12月



令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（４）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指数による達成度 総合評価

(4)基本的生活習慣 ①生徒一人一人の ①校則や交通ルールの遵守をめざし， アンケート結果 （評定） ○あいさつをよくしているという生徒の回答 ○全項目について指
の確立を図る生 自覚を促し，基 90 ％以上が交通ルールを守れてい ①校則，交通ルールに関して生徒 99 ％(昨年 92 が 73 ％というのは，少し低い印象を受け 導の徹底を図るが,
徒指導の徹底 本的生活習慣を ると回答できるようにする。また ％)保護者 94％(昨年 94％)が守れていると回 Ｂ る。日常的には指導されていると思うが， 特にあいさつの励

身につけさせ 登下校時の交通事故ゼロに努める。 答している。また，登下校時の交通事故は２ あいさつの大切さを機会あるごとに話して 行については，登
る｡ 件であった。 欲しい。 下校時に立哨や呼

びかけを行い，100
②あいさつをよくしているとの回答 ②生徒 73 ％(昨年 63 ％)，保護者 82 ％(昨年 88 （所見） ％の実施につなげ
を，90％以上とする。 ％)があいさつをよくしていると回答してい 自転車運転中の自 ○生徒一人一人が，基本的生活習慣の確立は たい。

る。目標値にはとどいていないが，生徒の回 損事故や交通事故が どうして大切なのかを自覚して，日々の生
答は 10ポイント上がった。 毎年発生している。 活を律していけるよう，学級活動や道徳の ○家庭と密接に連携

交通事故は幸いにも 時間において考えさせていただきたい。 し，安全で安心し
②あらゆる教育活 ③携帯電話を正しく使っているとの ③携帯電話に関しては,生徒 93％(昨年 90％),保 重大事には至ってい て生活できる学校
動を通して， 回答を 90％以上とする。 護者 72 ％(昨年 74 ％)が正しく使用している ないが交通ルールや づくりを推進して
きめ細やかな と回答している。使用に関して生徒，保護者 ヘルメット着用の指 ○ SNS を介した生徒間トラブルの防止のため いく必要がある。
生徒指導を行 と，しっかり連携して管理する必要がある。 導を徹底したい。 には，外部講師を招聘した講習はもとより，
い，いじめの 携帯電話やスマー 各種教材を使った情報モラル教育が体系的 ○問題行動には携帯
防止等の取組 トフォンの所持に教 かつ着実に実践されることを望む。 電話やスマートフ

に努めるとと 員は危機感を持って ォンを使用したメ

もに教育相談 いる。メールやライ ールのやりとりが

活動の充実を ンを遊びに利用し,様 ○県中の生徒は，挨拶もできているし，交通 関係している場合

図る。 々な問題が発生して マナーも守れているように思う。汽車は， が多い。そこで，

いる。また，JR 車中 乗らないのでわからないが，信号も守れて 外部機関を利用し

での使用（ゲームを いるし，一列で自転車に乗っている姿をよ た携帯電話安全教

含む）が増加傾向に く見かける。 室のより一層の充

活動計画 活動計画の実施状況 ある。これらの問題 実を図り，トラブ

解決には学校の指導 ル防止の徹底をし

①社会や学校のルールやマナーを守 ①入学者説明会等で，生徒や保護者へ校則の周 だけでなく,保護者の たい。また,定期的
り，お互いが気持ちよく安全な生 知徹底を図った。さらに同日 ,県警ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 協力が不可欠であ にアンケート等を

活を送れるようにする。また，徒 による携帯電話使用の講演を実施した。 る。中学生集会や,学 実施して生徒の生

歩通学生徒，自転車通学生徒，公 毎月の指導週間の実施 年集会を利用して， 活状況を把握し，

共交通機関を使用しての通学生徒， ＪＲ乗車指導の実施 自己肯定感や生命の いじめ等の問題行

保護者送迎等それぞれの通学状況 全校集会後の中学生集会の実施 大切さについて指導 動を未然に防ぎた

に応じた指導を行い，登下校時の 常時指導の徹底 した。 い。

事故やけがの防止に努める。 また，おもしろ半

分に勝手に写真や動

②生徒相互，教職員，来客者に対す ②生徒会によるあいさつ運動の実施 画を掲載することは

るあいさつを徹底させる。特に全 毎月の指導週間の実施 許される行為ではな

校集会等で生徒会本部役員とタイ 外部講師による安全教室の実施 く,人権侵害やいじめ
アップしてあいさつ運動を推進す 常時指導の徹底 等,重大な事件につな
る。 がる恐れがあること

を指導した｡ さらに

③外部講師による講話や講習会を毎 ③喫煙，飲酒,薬物乱用防止教室の実施 規範意識についても

学期に実施し，トラブル防止を推 非行防止作文・ポスター作成 指導していきたい。

進する。 スクールカウンセラーの配置

④いじめの防止や，早期発見に努め， ④アンケートや｢至誠ノート｣を始め普段の生活

問題の背景や環境要因も考慮し適 状況等を通して担任が注意深く観察し,いじめ
切な解決や支援を実行する。 の早期発見に努めた。また,校則違反や問題行

動等が見受けられた場合，速やかに保護者に

連絡を取り，面談の場を持った。交通事故防

止等を集会等で指導した。



令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（５）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指数による達成度 総合評価

(5)人権尊重の精神 ①人権教育指導計 ①｢人権学習に積極的に取り組んでい アンケート結果 （評定） ○「人権学習に積極的に取り組んでいる」と ○今回の学校評価ア
の涵養を図る人 画の推進と，“ る。」と思う生徒の割合，80 ％以上 ①生徒 89 ％が，「人権学習に積極的に取り組ん ９割の生徒が回答しており，人権意識が高 ンケートは目標と
権教育の推進 あわ”人権学習 をめざす。 でいる。」と回答し，評価指標を十分達成し Ｂ い集団であることは素晴らしいと思う。さ していた指標を達

ハンドブックの ている。 らに身の回りの人権課題に気づき，自分事 成できていた。今
活用により人権 として考えていく機会を作っていって欲し 後もさらに，学習
問題を解決でき ②｢人権の大切さを学び，それを日常 ②生徒 93 ％が，「人権の大切さを学び日常生活 い。 したことがらをも
る生徒の育成に 生活に活かそうとしている。」と思 に活かそうとしている。」と回答し，評価指 （所見） とに態度化・行動
努める。 う生徒の割合，80％以上をめざす。 標を十分達成している。 本校は，多くの小 化につなげ，意識

学校から入学してき ○重点目標の②に掲げる「人権意識を高める をより高め，高い
③｢人権を大切にする教育活動が行わ ③保護者 82 ％が，「本校では人権を尊重する考 ているという実態が ため，創意溢れる具体的な取り組みの展開 人権意識を維持す

②人権尊重の意識 れている。」と思う保護者の割合，80 え方や態度を育てる教育が行われている。」 あり，まず人間関係 に務める」活動として，生活アンケートと る工夫をしていく
を高めるため， ％以上をめざす。 と回答し，評価指標を達成している。 づくり・仲間づくり 学年ごとの講演会の実施，人権・放送委員 必要がある。今年
創意溢れる具体 を大切にしながら， 会活動の実施を評価しているが，名実共に 度なかなか実施で
的な取組の展開 実践を重ねている。 創意溢れる具体的な展開とするためには， きなかった教職員
に努める。 活動計画 活動計画の実施状況 話し合い活動や表 事前と事後の活動の充実など，一層の工夫 の研修を充実させ

現活動を多く取り入 と改善を試みていただきたい。 るとともに，今後

①生徒の実態に即した人権学習主題 ①各教科における人権教育年間計画を作成し， れることで，生徒が とも外部講師によ
を設定し ,個別的な視点と普遍的な 授業や学校生活の中で人権教育の推進を図っ 主体的に学習に取り る体験的な学習も
視点の双方を加味し，学習を組み た。 組めるような授業形 ○このテーマが一番難しい教育だと思う。い 積極的に取り入れ
立てていく。また ,“あわ”人権学 ・“あわ”人権学習ハンドブックや「わたし 態を工夫している。 じめをしている側は，将来何の傷も残らな ていきたい。また，
習ハンドブックや「わたしの願い」 の願い」を活用し，普遍的な視点と個別的 1 年生では「福祉･ いかも知れないが，いじめを受けた側は， 日頃の姿勢から生
の活用に努める。 な視点を結び合わせながら，各学年で共通 仲間づくり」への取 一生傷が残る。生活の中で一番守らなけれ 徒や教職員の人権

の内容の学習を進めていった。１年生は「福 り組みは，体験的活 ばいけないのは一人一人の人権です。 感覚の醸成をはか
祉･仲間づくり」，２年生は「識字学級」， 動を積極的に取り入 っていきたい。
３年生は「仲間とつながり合う」というこ れながら，生きて働
とを意識し，思いを伝え合うなかで様々な く力の育成にもつな ○人権の日や人権新
人権問題を 解決しようとする意欲を高め がった。２年生の識 聞など，中高の連
ることができた。 字学級についての講 携を図りながら，

演会では，生徒主体 共に学んでいく，
②生徒一人一人を生かし，大切にす ②人間関係を築く能力やコミュニケーション能 で学んだことや疑問 機会を継続してい
る学級づくりのため，学校生活に 力，他の人の立場に立って考えられるような に思ったことを講演 きたい。
関するアンケートを行う。授業や 想像力を培うために，また学んだことの態度 者に質問するなど生
指導の中で，いじめは，人権にか 化・行動化につなげるために，生徒の実態を 徒の人権学習への積
かわる重大な問題であり，絶対に 把握するとともに授業形態も工夫した。 極性を養うためにも
許されない行為であることを徹底 効果的であった。３
する。また，自分も相手も大切に ・生活アンケートを行い，生徒一人一人や学 年生では，広島への
する関係を築き，コミュニケーシ 級・学年・学校の実態を把握することに役 修学旅行の事前学習
ョン能力を育成するために，体験 立てた。 で学んだことや現地
的参加型学習を取り入れる。 ・生徒が主体的に参加し，体験することで人 で見聞きしたことを

権感覚を身につけることができるよう，体 模造紙にまとめ，掲
験的参加型学習を多く取り入れた。 示した。戦争の悲惨
１年生：福祉体験・盲導犬ユーザー講演会 さや平和を求める意

（11・12月） 識を高めることがで
２年生：識字学級について講演会（1月） きた。また，人権の
３年生：思春期講演会 日の放送では新聞記

事で障がい者差別に
③人権･放送委員会が積極的に活動す ③人権委員会の活性化を図った。 ついて取り上げ， 3
る場を作り，生徒が主体的に学び， 年生の中で放送内容
行動に移していこうとする意欲や ・校内人権問題意見発表会（8月） を練り上げ，全校生

態度を育成する。 ・月１回「人権の日」を設け，中高合同で様 徒に発表できた。1･2
々な人権問題について考える時間を持って 年生はコロナウイル

いる。校内放送でも，学んだことや自分た ス感染症に対する差

ちの思いを全校生徒に向けて発表した。 別をしないという内
･人権標語の作成を人権・放送委員会の生徒 容を絵本の朗読を取

主体で行った。 り入れ，効果的に啓
発できた。



令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（６）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指数による達成度 総合評価

(6)心身ともに健康 ①学校行事，生徒 ①学校行事に積極的に参加している アンケート結果 （評定） ○新型コロナウィルスへの対策による制約が ○学校行事や生徒会

な生徒を育てる 会活動を通じて と思える生徒を 90 ％以上とし，保 ①生徒 92 ％が学校行事に積極的に参加してい 続く中で，苦労は多いと思うが，できる範 活動，学級活動の

特別活動の充実 生徒の自主性の 護者の理解も 90 ％以上得られるよ ると回答し，保護者 91 ％が学校行事が適切 Ｂ 囲で工夫をして生徒の成長につなげて欲し 目的を再度見直

育成に努める。 うにする。 に行われていると回答している。 い。 し，さらに充実し

た学校生活を生徒

②ホームルーム活 ②３年間を見通した体験学習が，豊 ②生徒 97 ％，保護者 91 ％が，体験学習は豊か が送れるよう不断

動(学級活動)や かな心を育むために役立っている な心を育むために役立っていると回答し，生 （所見） ○学級活動や学校行事，生徒会活動の充実と の改善を図ってい

部活動のより一 と 90 ％以上が思えるようにする。 徒の 91 ％，保護者 80 ％が，本校の部活動が 学級や学校の一員 活性化を図るための活動計画が漠然であ きたい。

層の充実と活性 また，本校の部活動が活発に行わ 活発に行われていると回答している。 として，周囲との望 る。また活動計画の実施状況③は根拠に乏

化を図る。 れているとの回答を，生徒・保護 ましい人間関係を形 しい印象を記している感が否めない。 ○コロナ禍での学校

者とも 80％以上にする。 成し，よりよい生活 行事のあり方を検討

づくりを参画し，諸 し，実施する。

問題を解決しようと ○掲げる評価指標とした数値目標を達成でき

する自主的，実践的 たから，生徒の自主的，実践的な態度や健

な態度や健全な生活 全な生活態度が育てられたと一概に評価す

態度を育てることが るには説得力に乏しい。

できたと思われる。

コロナ禍で多くの

活動計画 活動計画の実施状況 制限はあったが，す ○コロナ禍でも考えて行事等を行っていただ

べて中止にせず，で き感謝している。特に修学旅行を実施する

①目的や運営のあり方を見直し，生 ①学校行事 きる範囲で工夫して にあたっては，いろいろな意見があったこ

徒の実態に応じて学校行事をより 入学式 ４月 代替行事を行った。 とだと推測する。生徒一人一人がこの大変

充実したものにする。 忌部の郷めぐり ４月（中止） な時代に学校生活が送れていることは先生

修学旅行（３年） ５月（11・12月に延期） 方のがんばりによるものだと改めて感謝申

ＹＭＣＡ（１年） ６月（中止） し上げる。

体育祭 ９月 (10月に延期)

阿波文化体験（２年） 11月（淡路人形座出

前公演に変更）

②各生徒会専門委員会の意義や役割 ②専門委員会

を周知し，生徒の自主的な活動を 専門委員会を実施し，呼びかけや活動につい

すすめるため，生徒会活動の活性 て，中学生集会で全校生徒に周知したり，ボ

化を図る。 ードに掲示したりした。

③学校生活や学級における身近な課 ③特別活動の各領域を通じて，望ましい人間関

題をもとに話し合い，積極的･実践 係を形成し，集団や社会の一員としてよりよ

的に学級の合意が図れるよう指導 い学習生活づくりに参画しようとする態度を

する。 育てることができた。また，生徒が学校や学

級への所属感や連帯感を深め，協力して諸問

題を解決し，よりよい学校，学校生活を築こ

うとする自主的，実践的な態度を育てること

ができた。



令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（７）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指数による達成度 総合評価

(7)環境教育及び国 ①新学校版環境Ｉ ①「ゴミの分別・節電･節水等に努め アンケート結果 （評定） ○地球規模の大切な環境教育の取り組みや国 ○感染症予防の励行

際理解教育の推 ＳＯに取り組む ている」と回答する生徒の割合が ①「清掃や美化活動に積極的に参加するととも 際理解教育が進められていると思う。国際 と，節電・節水に

進 など環境保全活 70％以上をめざす。 に，ゴミの分別・節電・節水等に努めている」 Ａ 理解教育で，相互の文化理解を図る上での 努める意識の醸成

動に努める。 と回答する生徒の割合は 81 ％であり，目標 交流も重要であるが，あくまで自国の身近 を両立する仕組み

を 11ポイント上回った。 な文化，文化財の理解を前提において欲し や取組を考えてい

い。 きたい。

②国際性を高める ②外国語活動やグローバルの授業が ②「外国の言語や文化に触れ，視野を広げるの （所見）

ため積極的に国 外国の言語や文化に触れ視野を広 に役立つ国際交流事業を行っている」と回答 換気，手洗い励行 ○新型コロナウイル

際交流を図る。 げるのに役立っていると思える生 する生徒は 89％であり，目標を 9ポイント上 のため，例年より節 ○環境美化委員会の活動が呼び水となり，全 ス感染症拡大に伴

徒が 80％以上となるようにする。 回っている。 電節水を徹底しづら 生徒の環境美化意識を高めていったことが， い，国際交流のあ

い一年だった。その 数値目標を大きく上回る結果を出せたこと り方を見直してい

分，清掃や美化活動， につながったと大いに評価したい。 かなければならな

環境整備に努め，目 い。ＩＣＴ等を活

標数値を達成するこ 用し，状況に応じ

とができた。 ○海外語学研修の中止の代替とした四国大学 て，最適な国際交

への留学生との交流会，Zoom を活用しての 流事業を積極的に

「外国の言語や文 英語圏以外の地域に住む生徒との英語を介 実践していきた

化に触れ，視野を広 した交流は，よく工夫されたと思う。 い。

げるのに役立つ国際

交流事業を行ってい

活動計画 活動計画の実施状況 る」と答えた生徒が， ○いつ見ても県中の校舎は，きれいだと思う。

目標値を上回った背 今年は，文化祭がなかったために中学校棟

①「新学校版環境ＩＳＯ」の認定校 ①環境美化委員会の生徒が，毎朝欠かすことな 景には，四国大学の に足を踏み入れることはかなわなかったが，

として，環境美化委員会を中心に く玄関の掃き掃除に取り組み，春から秋にか 留学生との交流会 来年は文化祭を通して中学校棟に入れるこ

清掃活動やリサイクル活動の充実 けては中庭の花壇の水やりも合わせて行っ や，台湾の生徒との とを願っている。国際交流の機会も従来と

を図る。 た。学期ごとには学校周辺のゴミ拾いに出か Zoom でのやり取り は違う形になったが，新しい取り組みで成

・中庭の花壇の水やりと玄関の掃除 け，地域の環境美化に貢献した。また環境安 など，積極的な国際 果が出たというアンケート結果に安心した。

を環境美化委員が当番制で毎日行 全教育課の職員を中心に，校内全体の環境整 交流事業を実施した

い，校内の美化に努める。 備に努めた。 ためだと考えられ

・学期ごとに環境美化委員会で学校 る。

周辺のゴミ拾いに出かける。

②国際交流 ②国際交流

・海外語学研修現地校や海外の学校 ・海外語学研修は実施できなかったが，四国大

との交流の機会を積極的に取り入 学の留学生との交流会を実施し，生徒の国際

れる。また，｢グローバル｣等の授 性を育んだ。

業を活用して，自他の文化への理 ・昨年度に引き続き，グローバルの授業におい

解を深めるなど，生徒が積極的に て，２・３年生は台湾の生徒との手紙の交

交流できるように適切な指導と準 換を行った。さらに，本年度はＥＳＳのメン

備を行う。 バーを中心に台湾の生徒と Zoom での国際交

流に取り組んだ。
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(8)開かれた学校づ ①地域貢献活動等 ①「参観日や見学会を通して，学校 アンケート結果 （評定） ○学校の取組や生徒たちの活動が，より知ら ○今後も参観日や公

くりと安全教育 などの活性化 の特色が伝わっている」と思う保 ①保護者の 80 ％が，「参観日等を通して学校の れるようになれば良いと思う。 開授業の授業内容

の推進 や，ホームぺー 護者の割合 70％以上をめざす。「外 様子が伝わっている」と回答しており，生徒 Ａ を工夫し，本校の

ジ等を活用した 部講師を招いての授業の機会が多 の 84 ％が「外部講師による授業の機会が多 魅力や特色ある取

広報活動の充実 く設けられている」と思う生徒の く設けられている」と回答している。 ○保護者や地域と学校を繋ぐツールである学 組について発信で

地域の連携を深 割合 70％以上をめざす。 校 HP の積極的な更新やメール発信の回数 きる機会にしてい

め，外部評価結 （所見） を増やして，学校の教育活動の広報に努め く必要がある。小

果を活かす取組 ②「ホームページは，学校の広報活 ②保護者の 80 ％が，「ホームページやメール配 評価指標①～③の ていることを大いに評価したい。 学校への広報活動

を推進する。 動に役立っている」と思う保護者 信は，学校の様子を知る上で役立っている」 すべてで，目標値を を強化していくこ

の割合 70％以上をめざす。 と回答している。 上回っている。 とも必要である。

今年度は参観日が 1 ○安全・防災教育の推進には，地域や関係諸

③防災避難訓練に真剣に取り組んで ③生徒 95 ％が，「避難訓練や防災学習に積極的 回のみであったが， 機関に協力を呼びかけ，連携を深めること ○ホームページで十

いる生徒の割合，80 ％以上を目ざ に取り組んでいる」と回答している。 授業内容を通して本 が重要である。次年度に Zoom を活用して 分に更新ができな

す。 校の特色ある教育活 取り組もうとしていることを評価したい。 かった部活動の様

動を広報する機会に 子や，各学年の特

活動計画 活動計画の実施状況 なっている。外部講 色ある学習の様子

師を招いた授業につ ○参観日の出席率が 63.7 ％あることは近隣の について発信す

①参観日や学校公開の日，県立川島 ① 10 月 11 日の参観日は参加率 63.7 ％であっ いては，例年通り実 中学校の中でも群を抜いて多いと思う。我 る。

中学校見学会の機会に特色ある授 た。9 月 26 日と 11 月 6 日実施の入学者募集 施できないものもあ が子が県中時代も保護者は熱心で学校行事

業を実施し，学校の取組を発信す 説明会では小学生の児童・保護者が合わせて ったが，Zoom を活用 にも積極的に参加して下さりありがたかっ ○ Zoom など ICT を
②地域と連携した る。また，小学校への広報として 53 世帯参加した。8 月 20 日には 3 学年対象 して機会を確保した た。今もそのときのままであることをうれ 効果的に活用して

安全･防災教育 学校パンフレットや広報誌「絆」 の高校説明会を実施した。パンフレットおよ ため，生徒の肯定的 しく思う。保護者が学校行事等に参加して 外部講師を招いた

の積極的な推進 の配布を行う。 び PTAの企画広報委員会による広報誌『絆』 な回答が多かった。 いただけるというのは，校内の雰囲気がい 授業の機会を確保

に努め地域防災 を作成し，近隣の小学校に配布した。小学校 ホームページにつ いことの表れだと思う。 するとともに，ホ

を担う人材を育 外部講師を招いての出前授業や学 説明会は新型コロナウイルス感染症の影響で いては，多くの教員 ームページでの発

成する。 校行事，部活動などの学校の取組 例年通り実施できなかったが，小学校５校で で分担して行うこと 信を行う。

をホームページで発信し，学校の 実施した。 ができ，昨年度に比

広報活動を充実させる。また，す 外部講師を招いての主な授業は以下の通りで べて更新数が 2.5 倍に ○新型コロナウィル

べての教員で分担してホームペー ある。 増加し，より多くの ス感染症の影響下

ジの更新に取り組めるよう，マニ 薬物乱用防止教室 1年 6月(1名) 人々に利用してもら においても，地域

ュアルの作成と教員研修を行う。 進路講演会 3 年 9 月(1 名) えるようになった。 と連携した安全・

消費者教育出前授業 全学年 9 月(1 名) 防災学習について， 防災教育のあり方

先輩から学ぶ 2 年 10 月(6 名) 総合的な学習の時間 を考え，実践して

防災学習(Zoom) 1年 9月(1名)10月(1名) や避難訓練，防災ク いく必要がある。

阿波文化出前授業 1･2年 10月（5名） ラブの活動を通して，
思春期講演会(Zoom) 3年 11 月(5名) 生徒の防災意識と実
キャリア教育出前授業 2 年 11 月(1 名) 践力の向上が見られ
職場体験出前授業 2 年 11 月(4 名) た。
福祉体験学習 1 年 11 月(5 名)12 月(1 名)
非行防止教室 全学年 1 月(1 名)
識字学級講演会 2 年 1 月(1 名)

②防災避難訓練にあたっての事前， ② 6月と 12月の避難訓練では，新型コロナウィ
事後指導の徹底をはかり ,総合的な ルスに対する感染予防をしながら訓練を実施

学習の時間で防災学習を行う。 した。総合的な学習の時間では，1 年生を中
心に避難所運営について学んだ。

防災クラブの活動の活性化を図る 防災クラブの活動では，鴨島支援学校での飛

ための取組を行う。 散防止フィル貼付作業や本校の避難運営用具

の確認作業を実施した。


